
渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
振

興
整
備
組
合
の
規
約
変
更
に
関

す
る
協
議
１
議
案
、
吉
井
町
の

高
崎
市
へ
の
編
入
合
併
に
伴
う

も
の
な
ど
群
馬
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す

る
協
議
２
議
案
、
職
員
の
修
学

部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
、
職

員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す

る
条
例
、
市
長
及
び
副
市
長
の

給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
、
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
５
議
案
が
当
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

８
議
案
と
も
す
べ
て
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

交
付
・
再
発
行

手
数
料
２
年
間
無
料

住
基
カ
ー
ド
普
及
は
７
２
６
枚

質
疑

住
基
カ
ー
ド
普
及
の
た

め
の
交
付
手
数
料
の
無
料
化(

２
年
間
に
限
る)

措
置
と
聞
く

が
職
員
や
議
員
に
対
し
て
普
及

の
考
え
は
。
ま
た
、
現
在
ど
の

く
ら
い
発
行
さ
れ
て
い
て
、
今

後
普
及
の
目
標
は
あ
る
の
か
。

答
弁

カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い

て
Ｐ
Ｒ
は
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、

個
々
の
判
断
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
の
普
及
率
は
０
・
84

％
、
７
２
６
枚
で
す
。
せ
め
て

県
平
均
の
１
・
１
％
、
９
４
０

枚
ま
で
普
及
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
月
27
日
に
市
民
経
済
常
任

員
会
が
開
か
れ
付
託
さ
れ
た
９

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

子
供
の
通
院
医
療
費
が
　
　
　
　

小
学
校
６
年
生
ま
で
無
料
に

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
規
約
変
更
は
、
富
士

見
村
が
前
橋
市
へ
、
吉
井
町
が

高
崎
市
へ
編
入
合
併
す
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

市
営
天
神
山
土
地
改
良
事
業

は
、
北
橘
町
下
箱
田
地
内
５
・

７
ha
の
土
地
改
良
で
す
。

小
野
上
温
泉
開
発
基
金
条
例

の
一
部
改
正
は
、
予
算
の
定
め

る
範
囲
内
で
の
積
み
立
て
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
４
月

１
日
か
ら
子
供
の
通
院
医
療
費

が
小
学
校
６
年
生
ま
で
無
料
に

な
る
も
の
で
す
。

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
条
例
の

廃
止
は
、
当
該
施
設
を
小
野
上

公
民
館
と
し
て
使
用
す
る
た
め

に
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

労
働
環
境
整
備
資
金
融
資
促

進
条
例
の
廃
止
は
、
利
用
が
少

な
い
た
め
に
協
調
融
資
し
て
い

る
県
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の

一
部
改
正
は
、
融
資
申
込
期
間

を
１
年
間
延
長
す
る
も
の
で
す
。

以
上
７
議
案
は
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｕ

Ｎ
お
の
が
み
）
条
例
と
た
ち
ば

な
の
郷
城
山
条
例
の
一
部
改
正

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
指
定

管
理
者
に
よ
る
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
、
２
議
案

と
も
多
数
決
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

半
田
の
２
路
線
を
市
道
に
認
定

道
路
改
良
事
業
及
び
私
道
の

総
務
企
画

建
設
水
道

常
任
委
員
会
の
審
査

常
任
委
員
会
の
審
査

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

寄
附
受
納
に
よ
る
認
定
で
す
。

私
道
の
寄
附
受
納
は
、
日
本
カ

ー
リ
ッ
ト
交
差
点
の
道
路
改
良

で
あ
り
、
信
号
機
の
設
置
や
時

期
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
さ

れ
、
工
場
の
利
用
と
整
備
完
了

は
同
じ
時
期
と
す
る
と
の
答
弁

が
さ
れ
ま
し
た
。

観
山
荘
の
土
地
・
建
物
を
取
得

伊
香
保
町
の
観
山
荘
は
群
馬

県
の
普
通
財
産
で
あ
り
、
昭
和

32
年
か
ら
群
馬
県
社
会
福
祉
協

議
会
に
貸
し
付
け
て
い
た
も
の

で
、
取
得
の
理
由
は
石
段
街
の

延
長
な
ど
、
伊
香
保
温
泉
再
生

事
業
に
供
す
る
も
の
で
す
。
取

得
価
格
や
解
体
費
用
な
ど
に
つ

SUNおのがみ

新しい住基カード

たちばなの郷城山

市
民
経
済



い
て
質
疑
が
あ
り
、
土
地
・
建

物
・
温
泉
引
湯
権
の
セ
ッ
ト
で

の
購
入
で
あ
り
、
解
体
費
用
な

ど
を
除
い
た
価
格
で
あ
る
と
の

答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

借
上
賃
貸
住
宅
に

母
子
家
庭
等
の
入
居
を
拡
充

借
上
賃
貸
住
宅
は
一
般
で
20

％
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
で

30
％
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
母
子
家
庭
等
に
も
30
％
の

補
助
を
行
い
、
入
居
者
の
拡
大

を
行
う
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
・
水
道
事
業

給
水
条
例
を
一
部
改
正

水
道
料
金
の
統
一
（
改
定
）

に
向
け
た
条
例
の
一
部
改
正
で

あ
り
、
北
橘
地
区
及
び
子
持
地

区
の
水
道
料
金
は
据
え
置
き
、

そ
の
他
の
地
区
は
段
階
的
に
引

き
上
げ
財
政
の
健
全
化
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
北
橘
・

子
持
の
料
金
据
え
置
き
や
、
建

設
改
良
費
、
財
政
計
画
な
ど
、

活
発
な
質
疑
が
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
前
の
状
況
を
反
映
し
て

現
在
の
料
金
が
決
定
さ
れ
て
い

る
が
、
様
々
な
要
素
を
前
提
に

整
理
し
た
結
果
、
北
橘
・
子
持

地
区
に
合
わ
せ
な
い
と
、
水
道

事
業
は
独
立
採
算
制
で
あ
り
、

仮
に
今
回
調
整
を
し
な
い
と
数

年
が
経
過
し
た
頃
に
改
正
が
必

要
に
な
り
、
今
回
の
率
よ
り
も

高
め
の
調
整
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

簡
易
水
道
・
水
道
事
業
の
２

議
案
は
市
民
に
対
す
る
周
知
期

間
を
延
長
し
修
正
可
決
、
そ
の

他
の
６
議
案
は
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
条
例
は
４
月
か
ら
の

介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
保
険

料
の
増
加
額
を
軽
減
す
る
た
め

の
財
源
に
充
て
る
な
ど
、
３
年

間
の
限
定
で
交
付
金
を
管
理
す

る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
は
福
祉
庁
舎

に
機
能
を
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
保
険
料
率
を
改

正
し
、
保
険
料
の
区
分
を
６
段

階
か
ら
７
段
階
に
す
る
も
の
で

す
。
保
険
料
の
滞
納
者
に
対
す

る
取
り
組
み
や
利
用
料
の
値
上

げ
に
よ
る
低
所
得
者
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
く
て
も
受
け

ら
れ
な
い
状
況
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

以
上
３
議
案
は
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
供
用
施
設

条
例
の
一
部
改
正
を
否
決

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
供
用
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

は
、
普
通
財
産
に
所
管
替
え
し

よ
う
と
す
る
伊
香
保
外
野
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
現
在

で
も
主
に
一
部
の
団
体
に
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
普
通
財
産

に
し
て
か
ら
の
維
持
管
理
方
法

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
質
疑
が

さ
れ
、
市
内
の
公
民
館
使
用
料

を
有
料
で
統
一
し
て
き
た
経
過

も
あ
り
、
伊
香
保
商
工
会
と
の

か
か
わ
り
や
団
体
へ
の
賃
貸
方

法
が
明
確
で
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
全
会
一
致
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

学
校
給
食
自
校
方
式
存
続
と

拡
充
を
求
め
る
請
願
は
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
中
の
委
員
会
で

通
学
バ
ス
条
例
を
修
正
可
決

今
期
定
例
会
開
会
前
に
委
員

会
を
開
催
し
、
12
月
の
定
例
会

か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

通
学
バ
ス
条
例
は
、
利
用
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
２
年

間
の
経
過
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
し
て
修
正
可
決
さ
れ
、
激
変

緩
和
措
置
と
し
て
今
ま
で
無
料

の
地
区
の
使
用
料
を
２
年
間
は

実
質
無
料
と
す
る
こ
と
、
ま
た

遠
距
離
通
学
費
補
助
要
綱
の
見

直
し
を
平
成
22
年
３
月
ま
で
に

行
う
こ
と
な
ど
の
附
帯
決
議
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日本カーリット交差点

外野コミュニティーセンター
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ラ
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